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��ゼミ

児�発��援��で、�覚��の�え
�を⽣かした保�の活動を��し、
��する

�覚��の�え�について�んだ上
で、児�発��援��で、��のあ
る�どもたちに�する保�の活動を
�⽣たちが��し、現場の先⽣�の
助�もいただきながら��すること
ができた。

 �⽣たちは、児�発��援��の午前中の活動に
��した。�の�、体操、�団療�の時間を⾒�さ
せていただいた。当⽇��していた5�のお�さん
たちの��を��し、現場の保�⼠さんからも��
を受けながら、⼀�ひとりの個性や、「得�なこ
と」「苦⼿なこと」などを把�するように�めた。

 �⽣たちが作成した指��を、事前に児�発��
援��に持っていき、保�⼠の先⽣�から助�をい
ただいた。「⼿⾜を�動した動きの発�を促す」
「バランス�覚を使った�動の発�を促す」を保�
のねらいに掲げ、���びの�、�めた��を��
の�に向かって�げるという��の⾏事も�り�れ
ながら、30�間の活動を��した（�付の指��を
�照）。

1⽉17⽇

12⽉４⽇

 児�発��援��で、�⽣が作成した指��に基
づく活動を��した。��の�りたたみやバランス
�覚などには個��があり、�めはうまくできない
�どももいたが、�⽣たちが個別にフォローしなが
ら個々の⼒量に�わせたサポートを⾏っていた。そ
の�、�めた���を�に�したダンボールや�⽣
に�げるという場⾯では、�どもたちの笑い声がひ
ときわ⼤きくなり、⼿⾜の動きを使ってボール�げ
に�じていた。時間配�などがうまくいかない場⾯
もあったが、�どもたちの��を⾒ながら柔�に�
�することの⼤切さを�ぶ��になった。�びの�
�を頂いただけでなく、ご指�・ご助�をいただい
た児�発��援��の先⽣�には�より��申し上
げたい。

1⽉29⽇

活動内容


